
【瀬嵐断層周辺】
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位置図

右図範囲

瀬嵐断層推定範囲

位置図

〇瀬嵐断層が図示された位置には，やや凹凸した崖地形が認められるが，その北部では，崖地形の両側の丘陵頂部に分布する高位段丘Ⅰ面に高度差は認められ
ない。

○瀬嵐断層の南部では，東側がやや低い崖地形が認められるが，その崖地形の両側に分布する中位段丘Ⅰ面に高度差は認められない。

○なお，南部の崖地形は，高位段丘Ⅰ面とその形成後の海退期の一時的な海面停滞期に形成された面との段丘崖に相当すると考えられ，そこにリニアメント・変動
地形は判読されない。

瀬嵐断層推定範囲

瀬嵐断層推定範囲

瀬嵐断層南方延長推定範囲

←W
E→

←W
E→

←W
E→

（1991）

瀬嵐断層



2.4.12 (5) 小牧断層・瀬嵐断層・鹿島台リニアメントの地質調査

○小牧周辺には，岩稲階の穴水累層の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が広く分布し，一部で穴水累層の安山岩，東別所階の浜田泥岩層，更新統の古期
扇状地堆積層，MⅠ段丘堆積物及び上部更新統～完新統の沖積層が分布する。

○リニアメント・変動地形沿いには，これに対応する断層は認められない。
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地質図

鹿島台リニアメント
リニアメント・変動地形

小牧北リニアメント
リニアメント・変動地形

←W
E→

←W
E→



○七尾市中島町小牧周辺の断層の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。
○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，七尾市中島町小牧周辺には，重力異常の急変する傾向は認められない。

右図拡大範囲
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・右図は，陸域は本多ほか(2012)，
国土地理院(2006)，The Gravity
Research Group in Southwest
Japan (2001)，Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，
海域は産業技術総合研究所地
質調査総合センター(2013)，石
田ほか（2018）を用いて，金沢大
学・当社が作成した。

ブーゲー異常図 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

2.4.12 (6) 小牧断層・瀬嵐断層・鹿島台リニアメント周辺の重力異常

小牧北リニアメント

鹿島台リニアメント

小牧北リニアメント

鹿島台リニアメント

瀬嵐断層 瀬嵐断層

位置図



2.4.13 鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメント
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2.4.13 (1)鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメントの評価概要

○穴水町鹿島周辺に近接して分布する鹿島西断層，緑ヶ丘リニアメント，曽福リニアメントについて，評価を行った。
〇鹿島西断層は，地質調査の結果，対応する断層は認められないと評価した。
〇緑ヶ丘リニアメント及び曽福リニアメントは，両側に分布する段丘面の高度差が認められず，後期更新世以降の活動は認められないと評価した。

位置図

【曽福リニアメント】

【緑ヶ丘リニアメント】

【鹿島西断層】

右図拡大
範囲

位置図

凡 例

後期更新世以降の活動が認められない断層等

対応する断層が認められない



2.4.13 (2)鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメントの評価結果

【文献調査】（P.341）
○活断層研究会（1991）は，敷地の北東方に，鹿島西断層（確実度Ⅰ，北西側低下）を図示し，NE-SW走向，長さ3km，活動度C，南東側の海成段丘T6面が10～20m隆起と記載している。

○今泉ほか（2018）は，鹿島西断層とほぼ同じ位置に推定活断層等を図示している。

【空中写真判読】（P.342）
〇文献が図示している鹿島西断層とほぼ同じ位置の約4.4km区間に，小起伏面における鞍部，直線状の谷及び北西側低下の崖からなるDランクのリニアメント・変動地形（鹿島西リニアメ

ント）を判読した。また，その東方の約5.2km区間に，東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷からなるDランクのリニアメント・変動地形（緑ヶ丘リニアメント），さらに東方の約2.9km区間に，
西側低下の崖，鞍部及び撓み状の地形からなるBランク及びCランクのリニアメント・変動地形（曽福リニアメント）を判読した。

○鹿島西リニアメントとして判読した直線状の谷を横断して穴水累層
の安山岩及び安山岩質安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が連続して
分布し，そこに断層は認められない（図中①）。

活動性評価
（鹿島西断層）

○リニアメメント・変動地形を横断して分布する中位段丘Ⅰ面の段丘
面内縁標高に変位は認められない（図中②）。

活動性評価
（緑ヶ丘リニアメント，曽福リニアメント）

活断層研究会（1991）に図示された鹿島西断層は，
直線状の谷等に対応しているものの，

地質調査の結果，対応する断層は認められない。

リニアメント・変動地形として判読した東側低下の崖等は，
崖等を挟んで段丘面の高度差が認められず，

後期更新世以降の活動は認められない。

位置図

【空中写真判読】

（鹿島西リニアメント）

（緑ヶ丘リニアメント）

（曽福リニアメント）

リニアメント・変動地形 4.4㎞

リニアメント・変動地形 5.2㎞

リニアメント・変動地形 2.9㎞

活断層（確実度Ⅰ）
（活断層研究会，1991）

推定活断層
（今泉ほか，2018）

推定活断層
（今泉ほか，2018）

【文献調査】

① ②

（鹿島西断層）

340・なお，重力探査の結果，鹿島西リニアメント，緑ヶ丘リニアメント，曽福リニアメントに対応する重力異常急変部は認められない（P．351）

左図拡大
範囲

位置図

凡 例

※③～⑥は断層周辺の全域で実施

内容 位置 目的 参照頁

① 露頭調査 鹿島西リニアメント南部 断層の活動性評価 P.349，350

③ 地表踏査 鹿島西リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.349

④ 重力探査 鹿島西リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 P.351

鹿島西断層に関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

② 段丘面調査 緑ヶ丘・曽福リニアメント周辺 断層の活動性評価 P.342，348

⑤ 地表踏査 緑ヶ丘・曽福リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.349

⑥ 重力探査 緑ヶ丘・曽福リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 P.351

緑ヶ丘・曽福リニアメントに関する調査一覧表
みどりがおか そぷく

かしまにし

活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）には，緑ヶ丘リニアメント
及び曽福リニアメントに対応する断層等が図示されていない。

調査位置



2.4.13 (3) 鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメントの断層の文献調査

右図拡大
範囲

※太田ほか（1976）ではM1面を下末吉面（最終間氷期）に対比して12万年前，
H3面をＭ１面のもう一つ前の間氷期として22万年前， H1面，H2面，T7面な
どのそれより古い面は＞22万年前としている。

【鹿島西断層】

・ 「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約20ｋｍ北東方に，鹿島西断層（確実度Ⅰ，北西側低下）を図示し，NE-SW走向，長さ3km，活動度C，
南東側の海成段丘T6面

※が10～20m隆起と記載している。

・ 「活断層詳細デジタルマップ［新編］」（今泉ほか，2018）は，鹿島西断層とほぼ同じ位置に，推定活断層等を図示している。

・その他，加藤・杉山（1985）は，鹿島西断層とほぼ同じ位置に，主として第四紀後期に活動した，北西側落下で平均変位速度が1m/103年未満の活断層を図示して
いる。日本第四紀学会（1987）は，鹿島西断層とほぼ同じ位置に，第四紀後期に活動した活断層を図示し，北西側落下としている。太田・国土地理院地理調査部
（1997）は，鹿島西断層とほぼ同じ位置に，活断層を図示している。

【緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメント】

・活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）は，緑ヶ丘リニアメント及び曽福リニアメントに対応する活断層等を図示していない。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，鹿島西断層，緑ヶ丘リニアメント及び曽福リニアメントを起震断層・活動セグメントとして示
していない。

位置図

位置図
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2.4.13 (4) 鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメントの地形調査

○鹿島西リニアメントは，約4.4ｋｍ区間に判読され，これは小起伏面における鞍部，直線状の谷及び北西側低下の崖からなるDランクのリニアメント・変動地形であり，
鹿島西断層にほぼ対応する（P.347）。

○緑ヶ丘リニアメントは，約5.2ｋｍ区間に判読され，これは東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷からなるDランクのリニアメント・変動地形である（P.347）。

○曽福リニアメントは，約2.9㎞区間に判読され、これは西側低下の崖，鞍部及び撓み状の地形からなるBランク及びCランクのリニアメント・変動地形である。曽根リニ
アメント周辺の地形は，東翼が急傾斜，西翼が撓み状の増傾斜を示す非対称なバルジ状の高まりを呈するが，東翼の撓み状斜面基部の中位段丘面には撓み状
の形状は認められず平坦な地形であり，また，バルジ状地形の北方において，西側低下の崖の両側に分布する高位段丘Ⅰ面には東側隆起を示唆する高度差は
認められない（P.346，347）。

○緑ヶ丘リニアメント及び曽福リニアメントを横断して海岸沿いに中位段丘Ⅰ面が分布し，その段丘面内縁標高はほぼ連続しており，そこに変位は認められない
（P.348）。

次頁拡大範囲

左図拡大
範囲

位置図

リニアメント・変動地形分布図
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【穴水町鹿島周辺の断層の赤色立体地図】
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リニアメント・変動地形赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

鹿島西リニアメント

曽福リニアメント

緑ヶ丘リニアメント

K
3
’

M
4
’

鹿島断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメント



【鹿島西リニアメント 地形断面図】

344

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形

←W
E→

←W
E→

←NW
SE→

←NW
SE→

←W
SE→

鹿島西断層

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形
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【緑ヶ丘リニアメント 地形断面図】

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形←NW

SE→
←NW

SE→

←NW
SE→

←NW
SE→

←NW
SE→

SE→

←NW

←N
SE→

←W
E→

緑ヶ丘リニアメント

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形
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【曽福リニアメント 地形断面図】

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

←NW
SE→

←W
SE→

←W
E→

←W
E→

←W
E→

←NW
SE→

曽福リニアメント

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形



鹿島西リニアメント

曽福リニアメント

緑ヶ丘リニアメント

【穴水町鹿島周辺の断層の地形の特徴】

○鹿島西リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，小起伏面における鞍部，直線状の谷及び北西側低下の崖が判読さ
れる。

○緑ヶ丘リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷が判読される。

○曽福リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，西側低下の崖，鞍部及び撓み状の地形が判読される。

347
リニアメント・変動地形の地形要素 リニアメント・変動地形

鞍部

撓み状の地形
撓み状の地形

鞍部

鞍部

鞍部
鞍部

鹿島西リニアメント

曽福リニアメント

緑ヶ丘リニアメント

鹿島断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメント



リニアメント・変動地形分布図

【緑ヶ丘リニアメント及び曽福リニアメント付近の中位段丘Ⅰ面の分布】

段丘面標高投影断面図

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）

段丘面内縁標高及び測点
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緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメント



2.4.13 (5) 鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメントの地質調査

○穴水町鹿島周辺には，岩稲階の穴水累層の安山岩，安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）及び泥岩・砂岩・礫岩が広く分布し，海岸沿いには上部更新統の中位段丘堆
積層及び上部更新統～完新統の沖積層が分布する。

○鹿島西リニアメント南部において，鹿島西リニアメントとして判読した直線状の谷を横断して穴水累層の安山岩及び安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が連続して分布
し，そこに断層は認められない（次頁）。

地質図

地質断面図

次頁拡大範囲

左図拡大
範囲

位置図
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緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形 緑ヶ丘リニアメント

リニアメント・変動地形

緑ヶ丘リニアメント
リニアメント・変動地形

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形

曽福リニアメント
リニアメント・変動地形

鹿島西リニアメント
リニアメント・変動地形

←W
E→

←W
E→

←W
E→



露頭調査

【鹿島西リニアメント南部の露頭調査】

凡 例
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左図拡大範囲

鹿島西断層



2.4.13 (6) 鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメント周辺の重力異常

○鹿島西断層・緑ヶ丘リニアメント・曽福リニアメントの深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。
○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，穴水町鹿島周辺には，重力異常の急変する傾向は認められない。

右図拡大
範囲

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001) ， Yamamoto et al. (2011) ， Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

ブーゲー異常図 水平一次微分図
・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

位置図

鹿島西リニアメント

緑ヶ丘リニアメント

曽福リニアメント

鹿島西リニアメント

緑ヶ丘リニアメント

曽福リニアメント
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2.4.14 西中尾リニアメント
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2.4.14 （1） 西中尾リニアメントの評価結果

【空中写真判読】（P.355～357）
○門前町浦上清太郎から同町清沢南方までの約11km区間に，西側低下の崖，東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷からなるリニアメント・変動地形を断続的に2条

（西中尾（北）リニアメント，西中尾（南）リニアメント）判読した。以下，これらのリニアメント・変動地形を「西中尾リニアメント」と称する。

【文献調査】（次頁）
○活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）は，西中尾リニアメントに対応する断層を図示していない。

リニアメント・変動地形として判読した西側低下
の崖，東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷は，

地層境界を反映した差別侵食地形であり，対応
する断層は認められない。

【西中尾（北）リニアメント】
○穴水累層と玄武岩との地層境界付近に位置する西側

低下の崖，鞍部及び直線状の谷をリニアメント・変動地
形として判読したものである。

○門前町浦上清太郎付近において地質調査を実施した
結果，縄又互層が連続的に分布し，リニアメント・変動
地形に対応する断層は認められない（図中①）。

【西中尾（南）リニアメント】
○穴水累層と花崗岩等との地層境界付近に位置する東

側低下の崖，鞍部及び直線状の谷をリニアメント・変動
地形として判読したものである。

○門前町小滝東方において地質調査を実施した結果，穴
水累層及び道下礫岩層が連続的に分布し，リニアメン
ト・変動地形に対応する断層は認められない（図中②）。

活動性評価

・なお，重力探査の結果，西中尾リニアメントに対応する
重力異常急変部は認められない（P.362）。

凡例
位置図

リニアメント・変動地形約11km

【文献調査】

【空中写真判読】

活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）には，図示されていない。

西中尾（南）リニアメント

調査位置

西中尾リニアメントに関する調査一覧表

内容 位置 目的 参照頁

① 表土はぎ調査

西中尾（北）リニアメントと推定
される位置を横断する露頭

うらかみせいたろう

・浦上清太郎付近

断層の有無を確認 P.360

② 表土はぎ調査

西中尾（南）リニアメントと推定
される位置を横断する露頭

こだき

・小滝東方

断層の有無を確認 P.361

③ 地表踏査 西中尾リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.358，359

④ 重力探査 西中尾リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 P.362

※：③，④は断層周辺の全域で実施

こだき

小滝

なかた

中田

うらかみせいたろう

浦上清太郎

③

①
せいざわ

清沢

③

②
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にしなかお

対応する断層が認められない

【西中尾リニアメント】



2.4.14 （2）西中尾リニアメントの文献調査

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，西中尾リニアメントに対応する活断層等を図示していない。なお，西中尾リニアメント付近に，長さ約2kmの確実度
Ⅲのリニアメントを図示している。

○「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，西中尾リニアメントに対応する活断層等を図示していない。

○その他，太田・国土地理院地理調査部（1997）は，西中尾リニアメントに対応する断層等を図示していないものの，活断層研究会（1991）とほぼ同じ位置に推定活断
層（活断層の疑のあるリニアメント）を図示している。清水ほか（2001）は，輪島市門前町中田付近や椎木付近等において，地すべり地形を図示している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，西中尾リニアメントを起震断層・活動セグメントとして示していない。

位置図

右図拡大範囲

中田

椎木

354

位置図

地すべり地形分布図 （清水ほか（2001）を用いて作成）



2.4.14 （3） 西中尾リニアメントの地形調査

○西中尾リニアメントは，約11km区間に断続的に2条判読され，輪島市門前町浦上清太郎から同市門前町中田において，西側低下の崖，鞍部及び直線状の谷から
なるＤランクのリニアメント・変動地形（西中尾（北）リニアメント），輪島市門前町風原北方から同市門前町清沢南方までの丘陵斜面において，東側低下の崖，鞍部
及び直線状の谷からなるＤランクのリニアメント・変動地形（西中尾（南）リニアメント）をそれぞれ判読した。

リニアメント・変動地形

位置図

右図拡大範囲

段丘面分布図

中田

浦上清太郎

風原清沢
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地形断面図は次頁



356地形断面図

1 1’

2 2’

3 3’
4 4’

5 5’

断面位置は前頁

【地形断面図】西中尾リニアメント

西中尾（北）リニアメント
リニアメント・変動地形

西中尾（北）リニアメント
リニアメント・変動地形

西中尾（北）リニアメント
リニアメント・変動地形

西中尾（南）リニアメント
リニアメント・変動地形

西中尾（南）リニアメント
リニアメント・変動地形

西中尾（南）リニアメント
リニアメント・変動地形



○空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，西中尾（北）リニアメントについては，西側低下の崖，鞍部及び直線状の谷が認められるが，その分布はやや直
線性に欠ける。西中尾（北）リニアメント南部の中田付近では地すべり地形が認められ，判読した西側低下の崖は地すべりの滑落崖の可能性がある。

○西中尾（南）リニアメントについては，東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷が認められる。西中尾（南）リニアメント中央部の椎木付近では地すべり地形が認められ，
判読した東側低下の崖は地すべり滑落崖の可能性がある。

○活断層研究会（1991）は，西中尾リニアメント付近に確実度Ⅲのリニアメントを図示しているが，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，リニアメントと推
定される崖は地すべりの滑落崖等であることから，リニアメント・変動地形は判読されない。

○なお，今泉ほか（2018）は，活断層研究会（1991）が図示している位置及び西中尾リニアメントに対応する位置に，活断層等を図示していない※。

リニアメント・変動地形

【西中尾リニアメント周辺の地形の特徴】

※：今泉ほか（2018）の旧版である 「活断層詳細デジタルマップ」（中田・今泉，2002）は， 活断層研究会（1991）の確実度Ⅱ・Ⅲの活断層に対して，
断層の変位地形の有無と活動時期をより厳密に検討することによって，活断層とそうでないものの識別を明確にしたとされている。

西中尾リニアメント

357リニアメント・変動地形の地形要素

活断層研究会（1991）が図示している位置鞍部

鞍部

直線状の谷

西側低下の崖

中田

椎木



2.4.14 （4）西中尾リニアメントの地質調査

地質図

○リニアメント・変動地形の周辺には，先第三系の花崗岩，楡原階の大角間層，大福寺砂岩層，岩稲階の穴水累層，黒瀬谷階の玄武岩，縄又互層，道下礫岩層及び
上部更新統～完新統の沖積層が分布し，西中尾（北）リニアメントでは，リニアメント・変動地形として判読した崖は穴水累層と玄武岩との地層境界付近に位置し
（C-C'断面），西中尾（南）リニアメントでは，リニアメント・変動地形として判読した崖は花崗岩及び大福寺砂岩層と穴水累層との地層境界付近に位置する（D-D'，
E-E'断面）。

〇浦上清太郎付近において，西中尾（北）リニアメントに対応するリニアメント・変動地形として判読した丘陵斜面上の崖を横断する谷沿いで表土はぎ調査を実施した
結果，縄又互層が連続して分布し，そこに断層は認められない（P.360）。

〇小滝東方において，西中尾（南）リニアメントに対応するリニアメント・変動地形として判読した直線状の谷を横断して表土はぎ調査を実施した結果，穴水累層の安
山岩質火砕岩及び道下礫岩層が連続して分布し，そこに断層は認められない（P.361）。

〇以上より，リニアメント・変動地形として判読した西側低下の崖，東側低下の崖，鞍部及び直線状の谷は，地層境界を反映した差別侵食による組織地形であると評
価した。

西中尾（南）リニアメント

浦上清太郎付近
の表土はぎ調査

（P.360）

位置図

右図拡大範囲

P.361範囲

地質断面図は次頁
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P.360範囲

小滝東方の
表土はぎ調査

（P.361）



（延長部）

【地質断面図】

西中尾（北）リニアメント

西中尾（北）リニアメント

西中尾（北）リニアメント

西中尾（南）リニアメント

西中尾（南）リニアメント

西中尾（南）リニアメント

西中尾（南）リニアメント

A A’

B B’

C C’

D D’

E E’

西中尾リニアメント

断面位置は前頁
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【浦上清太郎付近の表土はぎ調査結果】

・西中尾（北）リニアメントに対応するリニアメント・変動地形を判読した丘陵斜面上の崖を横断する谷沿いで表土はぎ調査を実施した結果，
縄又互層が連続して分布し，そこに断層は認められない。

表土はぎ調査①結果（ルートマップ）

位置図

リニアメント・変動地形

凡例

右図拡大範囲

拡大範囲

表土はぎ調査箇所

西中尾リニアメント（西中尾（北）リニアメント）

表土はぎ調査 写真
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表土はぎ調査②結果（ルートマップ）

【小滝東方の表土はぎ調査結果】

・西中尾（南）リニアメントに対応するリニアメント・変動地形を判読した直線状の谷を横断して表土はぎ調査を実施した結果，
穴水累層の安山岩質火砕岩及び道下礫岩層が連続して分布し，そこに断層は認められない。

右図拡大範囲

位置図

リニアメント・変動地形

凡例

表土はぎ調査箇所

西中尾リニアメント（西中尾（南）リニアメント）

拡大範囲

表土はぎ調査 写真

361
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2.4.14 （5） 西中尾リニアメント周辺の重力異常

○西中尾リニアメントの深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，西中尾リニアメントに対応する重力異常急変部は認められない。

位置図

右図拡大範囲

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001) ， Yamamoto et al. (2011) ， Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

水平一次微分図

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

ブーゲー異常図

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

西中尾（北）リニアメント

西中尾（南）リニアメント

西中尾（北）リニアメント

西中尾（南）リニアメント

km km
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2.4.15 下唐川リニアメント
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2.4.15 （1） 下唐川リニアメントの評価結果

【空中写真判読】（次頁，次々頁）
○穴水町桂谷東方から同町挾石西方までの約3.3km区間に，丘陵斜面における崖，鞍部，直線状の谷及び丘陵斜面と平野を境する急崖からなるリニアメント・変動

地形（下唐川リニアメント）を判読した。

【文献調査】
○活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）は，下唐川リニアメントに対応する活断層等を図示していない。

リニアメント・変動地形として判読した丘陵
斜面における崖，鞍部，直線状の谷及び
丘陵斜面と平野を境する急崖は，穴水累
層と縄又互層の地層境界を反映した差別
侵食地形である。

○下唐川リニアメントは，縄又互層と穴水累層等
との地層境界付近に位置する丘陵斜面におけ
る崖，鞍部，直線状の谷及び丘陵斜面と平野
を境する急崖をリニアメント・変動地形として判
読したものである。

○穴水町下唐川西方において地質調査を実施し
た結果，リニアメント・変動地形に対応する断層
は認められず，縄又互層が穴水累層を不整合
に覆っている（図中①，②）。

活動性評価

・なお，重力探査の結果，下唐川リニアメントに対応する
重力異常急変部は認められない（P.370）。

位置図

リニアメント・変動地形
約3.3km

【空中写真判読】

はさみいし

挾石

かつらだに

桂谷

調査位置

凡例

しもからかわ

下唐川

【文献調査】 活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）には，図示されていない。

内容 位置 目的 参照頁

① 地表踏査
下唐川リニアメントと推定
される位置を横断する露頭

・下唐川西方
断層の有無を確認 P.368

② 表土はぎ調査 下唐川西方 断層の有無を確認 P.369

③ 地表踏査 下唐川リニアメント周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.367

③ 重力異常 下唐川リニアメント周辺※ 断層の深部構造を確認 P.370 ※：③，④は断層周辺の全域で実施 364

下唐川リニアメントに関する調査一覧表
しもからかわ

①，②

③

対応する断層が認められない



2.4.15 （2）下唐川リニアメントの地形調査

○穴水町桂谷東方から同町挾石西方までの約3.3km区間に，丘陵斜面における崖，鞍部，直線状の谷及び丘陵斜面と平野を境する急崖からなるCランク及びＤラン
クのリニアメント・変動地形を判読した。

○下唐川リニアメントに対応する可能性のある断層等は，活断層研究会（1991）や今泉ほか（2018）等の文献には示されていない。

段丘面分布図

位置図

右図拡大範囲

リニアメント・変動地形

桂谷

挾石

下唐川
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1 1'
2 2'

3 3'

4 4'

地形断面図

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形



【下唐川リニアメント周辺の地形の特徴】

366

○下唐川リニアメント周辺の地形について，空中写真判読及び航空レーザ計測データによれば，丘陵斜面における崖，鞍部，直線状の谷及び丘陵斜面と平野を
境する急崖が認められる。

リニアメント・変動地形
リニアメント・変動地形の地形要素

鞍部

直線状の谷

下唐川リニアメント



2.4.15 （3）下唐川リニアメントの地質調査

地質図

○下唐川リニアメントの周辺には、岩稲階の穴水累層，黒瀬谷階の縄又互層，上更新統～完新統の沖積層が分布する。

○下唐川リニアメントを判読した斜面の北西側の山地には穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩），南東側の丘陵には縄又互層が分布し，その不整合境界は，ほ
ぼ下唐川リニアメントに沿った斜面基部に位置する。

○下唐川西方において，リニアメント・変動地形として判読した崖地形を横断して地表踏査を実施した結果，穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）及び縄又互層
が分布し，それらは非破砕であり，断層は認められない（次頁） 。また，表土はぎ調査により，縄又互層が穴水累層を不整合に覆っている状況を確認した（次々頁）。

○以上より，リニアメント・変動地形として判読した丘陵斜面における崖，鞍部，直線状の谷及び丘陵斜面と平野を境する急崖は，穴水累層と縄又互層の地層境界を
反映した差別侵食地形であると評価した。

地質断面図

凡例

位置図

下図拡大範囲

367

下唐川西方の
表土はぎ調査

（次々頁）

下唐川

下唐川西方の
地表踏査（次頁）

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形

下唐川リニアメント
リニアメント・変動地形



【下唐川西方の地表踏査結果】

・リニアメント・変動地形として判読した崖地形を横断して地表踏査を実施した結果，穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）及び縄又互層が分布し，
それらは非破砕であり，断層は認められない。

調査位置図

地表踏査結果（ルートマップ）

右図範囲

凡例

368

下唐川リニアメント

←W E→

←S N→

写真② 砂岩（縄又互層）

写真① 穴水累層 安山岩

写真②
撮影方向

写真①
撮影方向



【下唐川西方の表土はぎ調査結果】

表土はぎ調査箇所写真

←NW SE→←NW SE→

スケッチ

・リニアメント・変動地形近傍において，縄又互層は穴水累層を不整合に覆っている。

地表踏査結果（ルートマップ）

表土はぎ
調査箇所

369

下唐川リニアメント

穴水累層

不整合面

縄又互層

調査位置図

下図範囲

凡例



2.4.15 （4）下唐川リニアメント周辺の重力異常

○下唐川リニアメントの深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，下唐川リニアメントに対応する重力異常急変部は認められない。

位置図

右図拡大範囲

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001) ， Yamamoto et al. (2011) ， Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

水平一次微分図

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

ブーゲー異常図

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

下唐川リニアメント 下唐川リニアメント
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2.4.16 小又西方の断層・原断層

371



2.4.16 （1） 小又西方の断層・原断層の評価結果

【文献調査】（次頁）
○活断層研究会（1991）は，輪島市門前町原周辺に以下の断層を示している。

・原断層（確実度Ⅰ，南東側低下）を図示し，NE-SW走向，長さ1.5km，活動度C，北西側の海成段丘H1面が30～40m隆起と記載している。
・小又西方の断層（確実度Ⅱ，南東側低下）を図示し， NE-SW走向，長さ2.5km，活動度C，北西側の海成段丘H1面が20～30m隆起と記載している。

○今泉ほか（2018）は，活断層研究会（1991）の原断層及びその北方の確実度Ⅲのリニアメントとほぼ同じ位置に推定活断層を図示し，北西側の高位面が15m隆起としている。
また，小又西方の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。

【空中写真判読】（次々頁）
○文献が図示している原断層及び小又西方の断層と推定される位置に，リニアメント・変動地形は判読されない。

位置図

活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）に図示
された小又西方の断層に対応する南東側低下の
崖地形等は，穴水累層と縄又互層の地層境界を

反映した差別侵食地形である。

○地形調査の結果，小又西方の断層に対応するリニアメント・変
動地形は判読されない（次々頁）。

○地質調査の結果，小又西方の断層が図示された位置は，穴
水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と縄又互層の地層境
界にほぼ一致し，貝吹口南方では，縄又互層が穴水累層を不
整合に覆っている（図中①） 。

活動性評価
（小又西方の断層）

【文献調査】

推
定

活
断

層
（
今

泉
ほ

か
，

2
0
1
8
）

推
定

活
断

層
（
確

実
度

Ⅱ
）

（
活

断
層

研
究

会
，

1
9
9
1
）

リニアメント・変動地形は判読されない

【空中写真判読】

活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）に
図示された原断層に対応する南東側低下の崖
地形等は，穴水累層と縄又互層の地層境界を

反映した差別侵食地形である。

○地形調査の結果，原断層に対応するリニアメント・変動
地形は判読されない（次々頁）。

○地質調査の結果，原断層が図示された位置は，穴水累
層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と縄又互層の地層境
界にほぼ一致し，貝吹東方では，縄又互層が穴水累層を
不整合に覆っている（図中②） 。

活動性評価
（原断層）

リニアメント・変動地形
は判読されない

【空中写真判読】

【文献調査】
推

定
活

断
層

（
今

泉
ほ

か
，

2
0
1
8
）

活
断

層
（
確

実
度

Ⅰ
）

（
活

断
層

研
究

会
，

1
9
9
1
）

内容 位置 目的 参照頁

① 露頭調査
かいふきぐち

貝吹口南方 断層の有無を確認 P.376

② 露頭調査
かいふき

貝吹東方 断層の有無を確認 P.377

③ 地表踏査 原断層・小又西方の断層周辺※ 広域的な地質分布を確認 P.375

④ 重力探査 原断層・小又西方の断層周辺※ 断層の深部構造を確認 P.378
※：③，④は断層周辺

の全域で実施 372

・なお，重力探査の結果，原断層及び小又西方の断層
に対応する重力異常急変部は認められない（P.378）。

かいふきぐち

貝吹口

かいふき

貝吹

③

③

②

①

原断層・小又西方の断層に関する調査一覧表
はら おまたせいほう

調査位置

（
ｊ原

断
層

）

（
ｊ小

又
西

方
の

断
層

）

対応する断層が認められない

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地形図）とほぼ同じ位置
に図示し，より精度の高い，太田・国土地理院地理調査部（1997）
（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

※



2.4.16 （2） 小又西方の断層・原断層の文献調査

位置図

右図拡大範囲

※太田ほか（1976）ではM1面を下末吉面（最終間氷期）に対比して12万年前，
H3面をＭ１面のもう一つ前の間氷期として22万年前， H1面，H2面，T7面など
のそれより古い面は＞22万年前としている。

【原断層】

・「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約27km北東に，原断層（長さ1.5km，活動度C，確実度Ⅰ，北西側の海成段丘H1面
※が30～40m隆起）を図示している。

・「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，活断層研究会（1991）の原断層及びその北方の確実度Ⅲのリニアメントとほぼ同じ位置に推定活断層を図示し，北西
側の高位面が15m隆起としている。

・その他，加藤・杉山（1985）は，主として第四紀後期に活動した，南東側落下で平均変位速度が1m/103年未満の活断層を図示している。日本第四紀学会（1987）は，第四紀後期
に活動した活断層を図示し，南東側落下としている。太田・国土地理院地理調査部（1997）は，原断層及びその北方の活断層研究会（1991）の確実度Ⅲのリニアメントとほぼ同
じ位置にそれぞれ活断層及び推定活断層を図示している。

【小又西方の断層】

・「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，敷地から約26km北東に，小又西方の断層（長さ2.5km，活動度C，確実度Ⅱ，北西側の海成段丘H1面
※が20～30m隆起）を図

示している。

・「活断層詳細デジタルマップ[新編]」（今泉ほか，2018）は，活断層研究会（1991）の小又西方の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。

・その他，加藤・杉山（1985）は，主として第四紀後期に活動した，南東側落下で平均変位速度が1m/103年未満の活断層を図示している。日本第四紀学会（1987）は，第四紀後期
に活動した活断層を図示し，南東側落下としている。太田・国土地理院地理調査部（1997）は，小又西方の断層とほぼ同じ位置に推定活断層を図示している。

○「活断層データベース」（産業技術総合研究所地質調査総合センター）は，原断層及び小又西方の断層を起震断層・活動セグメントとして示していない。

位置図 373



2.4.16 （3） 小又西方の断層・原断層の地形調査

〇小又西方の断層及び原断層付近では南東側低下の崖や鞍部が認められるが，崖面は開析され，その崖地形等を境して標高の低い南東側の丘陵頂部は，北西側
に比べて平坦面が少なく，やせ尾根状を呈しており，リニアメント・変動地形は判読されない。

位置図

右図拡大範囲

赤色立体地図（航空レーザ計測データにより作成）段丘面分布図

374



2.4.16 （4） 小又西方の断層・原断層の地質調査

地質図

〇小又西方の断層及び原断層が図示された周辺では崖地形が認められ，その北西側の丘陵には穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）が分布し，標高が低い
南東側の丘陵には縄又互層が分布する。

○小又西方の断層が図示された位置は，穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と縄又互層の地層境界にほぼ一致し，貝吹口南方では，縄又互層が穴水累層
を不整合に覆っている（次頁）。

○原断層が図示された位置は，穴水累層の安山岩質火砕岩（凝灰角礫岩）と縄又互層の地層境界にほぼ一致し，貝吹東方では，縄又互層が穴水累層を不整合に
覆っている（次々頁）。

〇よって，活断層研究会（1991）及び今泉ほか（2018）に図示された原断層に対応する南東側低下の崖地形等は，穴水累層と縄又互層の地層境界を反映した差別
侵食地形であると評価した。

貝吹東方の
露頭調査（次々頁）

地質断面図

今泉ほか
（2018）

活断層研究会
（1991）

今泉ほか（2018）
活断層研究会（1991）

貝吹口南方の
露頭調査（次頁）

原断層

原断層

原断層

小又西方の断層

小又西方の断層

375

今泉ほか（2018）
活断層研究会（1991）

今泉ほか（2018）
活断層研究会（1991）

今泉ほか（2018）
活断層研究会（1991）

※：活断層研究会（1991）（基図：1/200,000地
形図）とほぼ同じ位置に図示し，より精度の
高い，太田・国土地理院地理調査部（1997）
（基図：1/50,000地形図）の断層トレース。

※



【貝吹口南方の露頭調査結果】

スケッチ
写真（拡大）

SW→←NE

写真

SW→←NE

SW→←NE

〇露頭調査の結果，穴水累層を縄又互層が不整合に覆っている。

小又西方の断層

376

位置図

露頭調査位置



【貝吹東方の露頭調査結果】

スケッチ写真

←NW SE→

〇露頭調査の結果，穴水累層を縄又互層が不整合に覆っている。

←NW SE→

原断層

377

位置図

露頭調査位置



2.4.16 （5） 小又西方の断層・原断層周辺の重力異常

○小又西方の断層及び原断層の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，原断層及び小又西方の断層に対応する重力異常急変部は認められない。

位置図

右図拡大範囲

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，国土地理院(2006)，
The Gravity Research Group in Southwest Japan
(2001) ， Yamamoto et al. (2011) ， Hiramatsu et al.
(2019)，海域は産業技術総合研究所地質調査総合セ
ンター(2013)，石田ほか（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

水平一次微分図

鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

ブーゲー異常図

●：測定点
仮定密度：2,300kg/m3

コンター間隔：1mGal

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の
除去及び遮断波長1kmのローパスフィルター処理を行っている。

原断層

小又西方の断層

km km

原断層

小又西方の断層

活断層研究会（1991）

凡 例
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2.5 敷地周辺陸域（30km以遠）の断層の評価



2.5.1 牛首断層帯

380



白川村

牛首断層帯(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；田力ほか，2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019)

牛首断層帯(地震調査委員会，2005b)

上白木峰

水無

牛首

早乙女岳断層
(地震調査委員会，2005b)

2.5.1 (1) 牛首断層帯の評価結果

【文献調査】(P.382)

○地震調査委員会(2005b)は，富山県上新川郡大山町から岐阜県大野郡白川村までの区間に図示している牛首断層及び東北東-西南西方向に派生する万波峠断
層より構成される断層帯を牛首断層帯としている。長さは約54kmで，概ね北東－南西方向に延び，右横ずれを主体とする断層帯で，北東部では南東側隆起成分，
南西部では北西側隆起成分を伴うとしている。なお，牛首断層帯の北東方延長には約8kmの間隔をおいて早乙女岳断層が延びるが，単独では断層長が約20kmに
満たず，地震調査研究推進本部(1997)の基盤的調査観測対象の基準に該当しないことから，詳細な評価の対象とはしていない。

○「都市圏活断層図」(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；田力ほか，2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019)は，牛首断層，万波峠－茂住祐延断層及び早乙女岳断
層より構成される断層帯を牛首断層帯としている。ほぼ北東－南西方向に延びる，長さが約73kmの断層帯を図示している。

【文献調査】

○牛首断層帯は，右横ずれ
を主体とし，北東部では南
東側隆起成分，南西部で
は北西隆起成分を伴う断
層帯である。

○地震調査委員会(2005b)は，
宮下ほか(2003b，2004a，
2004b)の，白木峰，水無，
牛首の３地点のトレンチ
調査を踏まえ，最新活動
時期は11 世紀以後，12 
世紀以前であると推定し
ている（P.383～387）。

⇒牛首断層帯について，後
期更新世以降の活動が
否定できないと評価。

活動性評価

■北東端(P.388)
【文献調査】

○金田ほか(2019)は，牛首断層の北
東方に位置する早乙女岳断層を
牛首断層帯の一部としており，
「都市圏活断層図：立山」の図郭
北端まで早乙女岳断層を図示し
ている。

○地震調査委員会(2005b)は，金田
ほか(2019)のさらに北東方まで早
乙女岳断層を図示しており，最も
北東方に長く示されている。

→地震調査委員会(2005b)が図示す
る早乙女岳断層の北東端を牛首
断層帯の北東端と評価。

■南西端(P.388)

【文献調査】
○地震調査委員会(2005b)は，牛首

断層の南西端である，岐阜県大
野郡白川村付近を牛首断層帯の
南西端としている。

→岐阜県大野郡白川村付近を牛首
断層帯の南西端と評価。

⇒地震調査委員会(2005ｂ)が図示す
る早乙女岳断層の北東端から牛
首断層の南西端までの約78km区
間を牛首断層帯として評価。

長さの評価

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

牛首断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約78km区間を評価する。

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

宮下ほか(2003b，2004a，2004b)のトレンチ調査位置
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大山町



2.5.1 (2) 牛首断層帯の文献調査
○地震調査委員会(2005b)は，富山県上新川郡大山町から岐阜県大野郡白川村までの区間に図示している牛首断層及び東北東-西南西方向に派生する万波峠断層より構成される断層帯を牛

首断層帯としている。長さは約54kmで，概ね北東－南西方向に延び，右横ずれを主体とする断層帯で，北東部では南東側隆起成分，南西部では北西側隆起成分を伴うとしている。なお，牛
首断層帯の北東方延長には約8kmの間隔をおいて早乙女岳断層が延びるが，単独では断層長が約20kmに満たず，地震調査研究推進本部(1997)の基盤的調査観測対象の基準に該当しな
いことから，詳細な評価の対象とはしていない。

○「新編 日本の活断層」(活断層研究会，1991)は，地震調査委員会(2005b)とほぼ同じ位置に牛首断層(確実度Ⅰ～Ⅲ，北西側低下，南東側低下，右横ずれ)を図示し，NE-SW走向，長さ79 km，
活動度A～B，変位量は横ずれ＞縦ずれと記載している。また，牛首断層の北東方に早乙女岳断層(確実度Ⅱ，北西側低下，右横ずれ)を図示し，早乙女岳断層の北東方に連続して確実度Ⅲ
のリニアメントを図示している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(今泉ほか，2018)は，地震調査委員会(2005b)の牛首断層帯とほぼ同じ位置に活断層を図示し，長さ約65 kmの右横ずれ断層帯としている。河谷の右屈曲
の量が跡津川断層とほぼ同程度であることから，活動度はA級と考えられると記載している。

○ 「都市圏活断層図」(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；田力ほか，2019；熊原ほか，2019；後藤ほか，2019)は，牛首断層，万波峠－茂住祐延断層及び早乙女岳断層より構成される断層帯を
牛首断層帯としている。ほぼ北東－南西方向に延びる，長さが約73kmの断層帯を図示している。

○その他，牛首断層帯に関して以下の主な文献がある。

・加藤・杉山(1985)は，活断層研究会(1991)とほぼ同じ位置に右ずれの活断層を図示し，牛首峠付近から白木峰付近までの区間を，平均変位速度1m/10 ３年以上の主として第四紀後期に活
動した活断層，その他の区間を平均変位速度1m/10 ３年未満の主として第四紀後期に活動した活断層等としている。

・日本第四紀学会(1987)は，活断層研究会(1991)とほぼ同じ位置に第四紀後期に活動した活断層を図示し，右ずれ断層としている。

・藤井ほか(1979)，竹村・藤井(1984)及び富山県(1992)は牛首断層の東端を黒部川右岸支流の祖母谷まで延長している。

・吉岡ほか(2005)は，牛首起震断層を構成するセグメントとして，活断層研究会(1991)の牛首断層とほぼ同じ位置に牛首活動セグメントを図示し，長さ54 kmの右横ずれ断層，平均変位速度
1.5m/千年とし，その南側に並走する万波峠活動セグメントを図示し，活動度C級としている。

○「活断層データベース」(産業技術総合研究所地質調査総合センター)は，牛首断層を牛首活動セグメント，早乙女岳断層を早乙女岳セグメント，万波峠断層を万波峠セグメント，茂住祐延断層
を茂住祐延セグメントとして図示している。

382拡大位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース位置図

右図拡大範囲

志賀原子力
発電所

大山町

白川村

牛首峠

白木峰



上白木峰

水無

牛首

2.5.1 (3) 牛首断層帯の活動性

○地震調査委員会(2005b)は，宮下ほか(2003b，2004a，2004b)の，上白木峰(次頁)，水無(次々頁)，牛首(P.386，387)の３地点のトレンチ調査を踏まえ，牛首断層帯の
最新活動時期は11 世紀以後，12 世紀以前であると推定している。

383位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

宮下ほか(2003b，2004a，2004b)のトレンチ調査位置



上白木峰

2.5.1 (3) 牛首断層帯の活動性 －トレンチ調査(宮下ほか，2004b)，上白木峰－
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○宮下ほか(2004b)は牛首断層中央部付近の上白木峰地点において，低断層崖の基部に発達する溝状凹地を横切ってトレンチ調査を実施しており，地震調査委員会
(2005b)は以下のように評価している。
・トレンチの北東側壁面では，f1断層及びf2断層がf層（シルト・砂礫混在層）に変形を与え，1e層(砂層)に覆われる。一方，これに対応する構造として，南西側壁面で
は，f層を変形させ，1b層に覆われる断層が認められる。

・ｆ層から得られた最も若い14Ｃ年代値は9-11世紀を示し，また1b層のうち南西側壁面において断層を直接覆う部分からは11-12世紀の14Ｃ年代値が得られている。
・以上より，上白木峰地点での最新活動は9世紀以後，12世紀以前に生じたと推定される。

上白木峰地点トレンチ壁面スケッチ(地震調査委員会，2005b)

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

宮下ほか(2004b)のトレンチ調査位置



2.5.1 (3) 牛首断層帯の活動性 －トレンチ調査(宮下ほか，2003b；2004a)，水無－

385水無地点トレンチ壁面スケッチ(地震調査委員会，2005b)

○宮下ほか(2003b，2004a)は牛首断層南部の水無地点において，水無川沿いの段丘面上で比高3-6mの低断層崖を横切ってトレンチ調査を実施しており，地震調査委
員会(2005b)は以下のように評価している。
・トレンチでは，上部で南東側に傾くフラワー構造を示す断層が現れ，このうち主断層面は3層(ローム層)を切り，2層(砂礫層：11-12世紀)に覆われていることから、本
地点での最新活動は3層堆積より後，2層堆積より前にあったと考えられる。

・ただし，3層からは年代試料が得られていないため，この断層活動の下限は4層(腐植質シルト-細粒砂層)から得られた最も若い14Ｃ年代値(約5千6百-5千5百年前)
でしか限定できない。

・以上より，水無地点での最新活動は約5千6百年前以後，12世紀以前に生じたと考えられる。

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

宮下ほか(2003b，2004a)のトレンチ調査位置

水無
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牛首地点トレンチA壁面(北東側壁面)スケッチ(地震調査委員会，2005b)

○宮下ほか(2003b，2004a)は牛首断層南西端付近の牛首地点において，牛首谷沿いの段丘面上で低断層崖の基部に発達する溝状凹地を横切って2つのトレンチ調査
（トレンチA及びトレンチB（次頁））を実施しており，地震調査委員会(2005b)はトレンチＡの調査結果から以下のように評価している。
・トレンチＡでは，溝状凹地に一致する断層帯が確認され，このうちfa層(腐植質土壌-シルト層)を切る断層は，2c層(腐植質シルト層)及び2a層(腐植質土壌)に覆われ
る。

・ｆa層から得られた最も若い14Ｃ年代値は11－12世紀を示し，2a層からは，下位のfa層と層位的に矛盾しない年代として11-12世紀及び15-17世紀といった14Ｃ年代値
が得られている。

・以上より，牛首地点のトレンチＡでの最新活動は11世紀以後，12世紀以前に生じたと推定される。

【トレンチＡ】

2.5.1 (3) 牛首断層帯の活動性 －トレンチ調査(宮下ほか，2003b；2004a)，牛首－

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

宮下ほか(2003b，2004a)のトレンチ調査位置

牛首



387牛首地点トレンチＢ壁面（東壁面，西壁面）スケッチ(地震調査委員会，2005b)

○地震調査委員会(2005b)はトレンチＢの調査結果から以下のように評価している。
・トレンチＢの東側壁面では，f2断層が2c層(腐植質シルト)を切り，2a層(腐植質土壌)に覆われている。また，西側壁面では，南側の断層がf層(腐植質の砂礫層)を切
り，1c層(腐植質土壌-シルト層)のうち，少なくとも13世紀の14Ｃ年代値を示す部分に覆われている。

・2c層から得られた最も若い14Ｃ年代値は8－9世紀を示し，f層から得られた最も若い14Ｃ年代値は8－10世紀を示す。
・以上より，牛首地点のトレンチＢでの最新活動は8世紀以後，13世紀以前に生じたと推定される。

【トレンチＢ】
牛首断層帯

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

宮下ほか(2003b，2004a)のトレンチ調査位置

牛首



白川村

牛首断層帯(金田ほか，2019；宮内ほか，2019；田力ほか，2019；
熊原ほか，2019；後藤ほか，2019)

牛首断層帯(地震調査委員会，2005b)

早乙女岳断層
(地震調査委員会，2005b)

南西端拡大範囲
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■北東端
○金田ほか(2019)は，牛首断層の北東方に位置する早乙女岳断層を牛首断層帯の一部としており，「都市圏活断層図：立山」の図郭北端まで早乙女岳断層を図示し

ている。
○地震調査委員会(2005b)は，金田ほか(2019)のさらに北東方まで早乙女岳断層を図示しており，最も北東方に長く示されている。
→地震調査委員会(2005b)が図示する早乙女岳断層の北東端を牛首断層帯の北東端と評価。

■南西端
○地震調査委員会(2005b)は，牛首断層の南西端である，岐阜県大野郡白川村付近を牛首断層帯の南西端としている。
→岐阜県大野郡白川村付近を牛首断層帯の南西端と評価。

位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

2.5.1 (4) 牛首断層帯の端部

北東端拡大図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

南西端拡大図(都市圏活断層図(HP掲載図)に一部加筆)

○以上より，牛首断層帯の長さとして，地震調査委員会(2005b)が図示する早乙女岳断層の北東端から牛首断層の南西端までの約78km区間を評価。

地震調査委員会(2005b)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

北東端拡大範囲



2.5.2 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層
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2.5.2 (1) 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の評価結果

【文献調査】(P.391，392)
■魚津断層帯
○地震調査委員会(2007)は，富山県下新川郡朝日町から富山県中新川郡上市町までの区間に図示している，不動堂断層，魚津断層，石垣平断層及び大浦断層等よ

り構成される断層帯を魚津断層帯としている。長さが約32kmで，概ね北北東－南南西方向に延び，南東側が北西側に対して相対的に隆起する逆断層からなり，北
東端付近では右横ずれ成分を伴うとしている。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)は，地震調査委員会(2007)の魚津断層帯に併走し，沿岸に伏在する震源断層モデルとして
TB4(走向：25度，傾斜：30度，断層長さ：39.7km)を図示しており，伏在断層であるTB4が主断層であるとしている。

■能登半島東方沖の断層
○日本海における大規模地震に関する調査検討会(2014)は，能登半島東方沖の断層に対応する断層モデルとしてF41(走向：37度，傾斜：45度，断層長さ：51.5km及び

走向：55度，傾斜：45度，断層長さ：34.1km)を図示している。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)は，能登半島東方沖の断層に対応する震源断層モデルとしてTB5(走向：38度，傾斜：40度，断

層長さ：28.5km)，TB6(走向：214度，傾斜：30度，断層長さ：17.0km)，JO1(走向：36度，傾斜：25度，断層長さ：21.6km)，JO2(走向：61度，傾斜：30度，断層長さ：
26.6km)，JO3(走向：13度，傾斜：45度，断層長さ：16.9km)を図示している。また，文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2016)は，連動する可
能性がある断層の組合わせとしてTB5-TB6-JO1-JO2を考慮している。

魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約132km区間を評価する。

○魚津断層と能登半島東方沖の断層が連動して活動するとした知見はないが，
両断層は近接して分布し，傾斜方向も同じであることから，魚津断層帯及び
能登半島東方沖の断層について，一連の構造として評価。

■魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層 端部評価(P.395)
■北東端
【文献調査】
○日本海における大規模地震に関する調査検討会(2014)が図示している

F41(能登半島東方沖の断層に対応する断層モデル)が，最も北東方に長く
示されている。

→ F41の北東端を魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の北東端と評価。
■南西端
【文献調査】
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)が図示

しているTB4(魚津断層帯に併走し，沿岸に伏在する震源断層モデル)が，
最も南西方に長く示されている。

→ TB4の南西端を魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の南西端と評価。

⇒魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層は，日本海における大規模地震に
関する調査検討会(2014)が図示するF41の北東端から文部科学省研究開
発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)が図示するTB4の南西端
までの約132km区間を評価。

■魚津断層帯
【文献調査】
○地震調査委員会(2007)は，魚津断層帯の

活動性について，平均上下変位速度と１回
の活動に伴う変位量から，平均活動間隔
は8千年程度以下であった可能性があると
判断している（P.393）。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東
京大学地震研究所(2021)は，魚津断層帯
と併走する位置に図示しているTB4の活動
性の評価を確実性Aクラス(第四紀までの
地層が，変形・変位を受けている)としてい
る（P.393）。

■能登半島東方沖の断層
【文献調査】
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東

京大学地震研究所(2021)は，能登半島東
方沖に図示しているTB5及びTB6，JO1，
JO2，JO3のいずれも，活動性の評価を確
実性Aクラス(第四紀までの地層が，変形・
変位を受けている)としている（P.394）。

⇒魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層は，
後期更新世以降の活動が否定できないと
評価。

【活動性評価】 【長さの評価】

390

位置図

志賀原子力発電所

上市町

朝日町
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○地震調査委員会(2007)は，富山県下新川郡朝日町から富山県中新川郡上市町までの区間に図示している，不動堂断層，魚津断層，石垣平断層及び大浦断層等よ
り構成される断層帯を魚津断層帯としている。長さは約32kmで，概ね北北東－南南西方向に延び，南東側が北西側に対して相対的に隆起する逆断層からなり，北
東端付近では右横ずれ成分を伴うとしている。

○「新編 日本の活断層」(活断層研究会，1991)は，地震調査委員会(2007)とほぼ同じ位置に不動堂断層(確実度Ⅰ，南東側低下)，石垣平断層(確実度Ⅰ，南東側低
下)及び大浦断層(確実度Ⅰ，北西側低下)を図示している。不動堂断層はNE-SW走向，長さ2km，活動度B，北西側の舟見面が3m隆起，石垣平断層はNE-SW走向，
長さ6km，活動度B～C，北西側の低位～高位面が隆起，大浦断層はNE-SW走向，長さ1.5km，活動度B，南側の中野面及び大崎野面が隆起と記載している。

○「都市圏活断層図」(今泉ほか，2003；東郷ほか，2003)は，地震調査委員会(2007)とほぼ同じ位置に，長さが約33kmで，概ね北北東－南南西方向に延び，主に南東
側隆起の魚津断層を図示している。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)は，地震調査委員会(2007)の魚津断層帯に併走し，沿岸に伏在する震源断層モデルとして
TB4(走向：25度，傾斜：30度，断層長さ：39.7km)を図示しており，伏在断層であるTB4が主断層であるとしている。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(今泉ほか，2018)は，地震調査委員会(2007)の不動堂断層及びその南西方向に示される断層に対応する位置に活断層を図示
し，長さ約25 kmの逆断層帯であるとしている。南西部の開析扇状地の傾動は，伏在する断層の活動に伴う増傾斜と考えられ，伏在する主断層の活動度は少なくと
もB級と推定されると記載している。

○「活断層データベース」(産業技術総合研究所地質総合センター)は，魚津断層帯を魚津活動セグメントとして図示している。

文部科学省研究開発局・国立大学法人東
京大学地震研究所(2015)トレース

拡大位置図(都市圏活断層図(HP掲載図)に加筆)

地震調査委員会(2007)トレース

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

右図拡大範囲

位置図

志賀原子力
発電所

朝日町

上市町
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○岡村(2002)は，能登半島東方沖の断層の南西部に対応する位置に，走向NE-SW，南東傾斜を示す2条の逆断層を図示している。また，岡村ほか(1994)はその北東
方に，走向NE-SW，北西側落下を示す2条の断層及び走向N-S，西側落下を示す1条の断層を図示している。

○日本海における大規模地震に関する調査検討会(2014)は，能登半島東方沖の断層に対応する断層モデルとしてF41(走向：37度，傾斜：45度，断層長さ：51.5km及び
走向：55度，傾斜：45度，断層長さ：34.1km)を図示している。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)は，魚津断層に対応する震源断層モデルとしてTB5(走向：38度，傾斜：40度，断層長さ：28.5km)，
TB6(走向：214度，傾斜：30度，断層長さ：17.0km)，JO1(走向：36度，傾斜：25度，断層長さ：21.6km)，JO2(走向：61度，傾斜：30度，断層長さ：26.6km)，JO3(走向：13
度，傾斜：45度，断層長さ：16.9km)を図示している。 また，文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2016)は，連動する可能性がある断層の組
合わせとしてTB5-TB6-JO1-JO2を考慮している。

○その他の文献として，石川県(2012)は，岡村(2002)に図示された断層とその北東方の岡村ほか(1994)に図示された断層を同一線上に伸びる断層とし，能登半島東方
沖として長さ約82kmの断層モデルを設定している。富山県(2012)は，富山県に影響を与えると考えられる想定地震として，糸魚川沖地震(断層の連動を考慮)の断層
(平均走向：58度，傾斜：30度，断層長さ：84km)を設定している。

能登半島東方沖の断層における文献断層分布図



2.5.2 (3) 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の活動性 －魚津断層帯－

393

○地震調査委員会(2007)は，魚津断層帯では，LH1面などの段丘面に変形が認められ，断層運動によるものと考えられるが，活動履歴に関する資料は得られていない
としている。ただし，産業技術研究所(2006)及び松浦ほか(2006，2007)が求めた平均上下変位速度から，魚津断層帯の平均上下変位速度を約0.3m/千年以上の可
能性があると判断している。また，1回の活動に伴う変位量は，松田(1975)の経験式から2.5mと計算され，平均上下変位速度から平均活動間隔は8千年程度以下で
あった可能性があるとしている。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2021)では，TB4の活動性の評価を確実性Aクラス(第四紀までの地層が，変形・変位を受けている)とし
ている。

※：活動性Qは，確実性Aクラス(第四世紀までの地層が変形・変位を受けている)の評価を表す。

位置図( 文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2021)に一部加筆)

断層パラメータ(文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2021)に一部加筆)
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○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2021)では，TB5及びTB6，JO1，JO2，JO3共に，活動性の評価を確実性Aクラス(第四紀までの地層が，
変形・変位を受けている)としている。

※：活動性Qは，確実性Aクラス(第四世紀までの地層が変形・変位を受けている)の評価を表す。

位置図( 文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2021)に一部加筆)

断層パラメータ(文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2021)に一部加筆)



2.5.2 (4) 魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の端部

395位置図

■北東端
○日本海における大規模地震に関する調査検討会(2014)が図示しているF41(能登半島東方沖の断層に対応する断層モデル)が，最も北東方に長く示されている。
⇒F41の北東端を魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の北東端と評価。

■南西端
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)が図示しているTB4(魚津断層帯に併走し，沿岸に伏在する震源断層モデル)が，最も南西方に

長く示されている。
⇒TB4の南西端を魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の南西端と評価。

○以上より，魚津断層帯及び能登半島東方沖の断層の長さとして，日本海における大規模地震に関する調査検討会(2014)が図示するF41の北東端から文部科学省
研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所(2015)が図示するTB4の南西端までの約132km区間を評価。

○文献調査の結果，魚津断層帯，能登半島東方沖の断層はいずれも後期更新世以降の活動が否定できない断層であるが，一連の構造として議論した知見は認めら
れない。

○一方，両断層は近接して分布し，傾斜方向も同じであることから，魚津断層帯と能登半島東方沖の断層を一連の構造である「魚津断層帯及び能登半島東方沖の断
層」として評価する。

志賀原子力
発電所
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2.5.3 (1)糸魚川-静岡構造線活断層系の評価結果

397位置図(地震調査委員会(2015)に一部加筆)

糸魚川-静岡構造線活断層系は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約158km区間を評価する。

【文献調査】(P.398)

○地震調査委員会(2015)は，長野県北安曇郡小谷村付近から山梨県南巨摩群早川町付近までの区間に図示している神城断層，松本盆地東縁断層，牛伏寺断層，岡谷断層，諏訪湖南岸断層
群，諏訪断層群，芽野断層，釜無山断層群，白州断層，鳳凰山断層，下円井断層，市之瀬断層群及び富士見山断層群より構成される断層帯を糸魚川－静岡構造線断層帯とし，緩いS字を
描いて北北西－南南東方向に延びる，長さ約158kmの断層帯としている。また，糸魚川－静岡構造線断層帯は4つの区間に分割され，長野県小谷村から安曇野市に至る長さ約50kmで東側
隆起の逆断層を主体とする北部区間，安曇野市から芽野市に至る長さ約45kmで左横ずれを主体とする中北部区間，岡谷市から山梨県北杜市に至る長さ約33kmで左横ずれを主体とする中
南部区間，北杜市から早川町に至る長さ約48kmで西側隆起の逆断層を主体とする南部区間としている。

○ 「都市圏活断層図」(松多ほか，2018；廣内ほか，2018；廣内ほか，2020；鈴木ほか，2020；松多ほか，2021；池田ほか，2003；澤ほか，1998；田力ほか，1998；今泉ほか，1998)は，地震調査委
員会(2015)とほぼ同じ位置に示されている神城断層，松本盆地東縁断層，塩川原断層，女鳥羽川断層，牛伏寺断層，赤木山断層，塩尻－岡谷断層，諏訪湖南岸断層群，諏訪湖北岸断層群，
青柳断層，大沢断層，若富断層，下蔦木断層，大坊断層，下円井断層，市之瀬断層群より構成される断層帯を糸魚川－静岡構造線断層帯としている。ほぼ北北西-南南東方向に延びる，長
さが約144kmの断層帯を図示している。

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース
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諏訪湖南岸断層群

諏訪断層群

芽野断層

塩川原断層

■北端(P.400)

【文献調査】

○地震調査委員会(2015)は，神城断層の北方延長
にあたる，長野県北安曇郡小谷村付近を糸魚川
－静岡構造線断層帯の北端としている。

→長野県北安曇郡小谷村付近を糸魚川－静岡構
造線活断層系の北端と評価。

■南端(P.400)

【文献調査】

○地震調査委員会(2015)は，富士見山断層群の南
端である，山梨県南巨摩郡早川町付近を糸魚川
－静岡構造線断層帯の南端としている。

→山梨県南巨摩郡早川町付近を糸魚川－静岡構
造線活断層系の南端と評価。

⇒地震調査委員会(2015)が図示する北端から南端
までの約158km区間を糸魚川－静岡構造線活
断層系として評価。

【文献調査】

○糸魚川－静岡構造線活断層系は，北部区
間では北側隆起成分の逆断層を主体とし，
中北部・中南部区間では左横ずれを主体
とし，南部区間では西側隆起の逆断層を
主体とする断層帯である。

○地震調査委員会(2015)は，糸魚川－静岡
構造線断層帯の各区間おける過去の最
新活動時期について，北部区間は，約1千
3百年前以降，約1千年前以前，中北部区
間は，約1千2百年前以降，約8百年前以
前，中南部区間は，約1千3百年前以降，
約9百年前以前，南部区間は，約2千5百
年前以降，約1千4百年前以前と推定して
いる（P.399）。

⇒糸魚川－静岡構造線活断層系について，
後期更新世以降の活動が否定できないと
評価。

活動性評価 長さの評価

安曇野市

茅野市

岡谷市

北杜市

約158㎞区間



2.5.3 (2)糸魚川-静岡構造線活断層系の文献調査

○地震調査委員会(2015)は，長野県北安曇郡小谷村付近から山梨県南巨
摩群早川町付近までの区間に図示している神城断層，松本盆地東縁断
層，牛伏寺断層，岡谷断層，諏訪湖南岸断層群，諏訪断層群，芽野断層，
釜無山断層群，白州断層，鳳凰山断層，下円井断層，市之瀬断層群及
び富士見山断層群より構成される断層帯を糸魚川－静岡構造線断層帯
とし，緩いS字を描いて北北西－南南東方向に延びる，長さ約158kmの断
層帯としている。また，糸魚川－静岡構造線断層帯は4つの区間に分割
され，長野県小谷村から安曇野市に至る長さ約50kmで東側隆起の逆断
層を主体とする北部区間，安曇野市から芽野市に至る長さ約45kmで左
横ずれを主体とする中北部区間，岡谷市から山梨県北杜市に至る長さ
約33kmで左横ずれを主体とする中南部区間，北杜市から早川町に至る
長さ約48kmで西側隆起の逆断層を主体とする南部区間としている。

○ 「新編 日本の活断層」(活断層研究会，1991)は，地震調査委員会
(2015)とほぼ同じ位置の糸魚川-静岡構造線に沿って，方向や変位セン
スの異なる断続した活断層等を図示している。

○「活断層詳細デジタルマップ［新編］」(今泉ほか，2018)は，地震調査委員
会(2015)の糸魚川-静岡構造線断層帯とほぼ同じ位置に活断層等を図
示し，長さ約160kmの断層帯としている。糸魚川－静岡構造線断層帯を，
北部，中部，南部の3つの断層帯に分けており，北部断層帯は長さ約
60kmの東傾斜の逆断層帯，中部断層帯は長さ約60kmの左横ずれ成分
が卓越する断層帯，南部断層帯は長さ約40kmで西傾斜の逆断層による
撓曲崖や傾動地形が顕著であるとしている。平均上下変位速度は，北部
断層帯で数m/千年，中部断層帯で5m/千年以上，南部断層帯で1m/千
年～数m/千年程度としている。

○「都市圏活断層図」(松多ほか，2018；廣内ほか，2018；廣内ほか，2020；
鈴木ほか，2020；松多ほか，2021；池田ほか，2003；澤ほか，1998；田力
ほか，1998；今泉ほか，1998)は，地震調査委員会(2015)とほぼ同じ位置
に示されている神城断層，松本盆地東縁断層，塩川原断層，女鳥羽川
断層，牛伏寺断層，赤木山断層，塩尻－岡谷断層，諏訪湖南岸断層群，
諏訪湖北岸断層群，青柳断層，大沢断層，若富断層，下蔦木断層，大坊
断層，下円井断層，市之瀬断層群より構成される断層帯を糸魚川－静
岡構造線断層帯としている。ほぼ北北西-南南東方向に延びる，長さが
約144kmの断層帯を図示している。

○吉岡ほか(2005)は，活断層研究会(1991)とほぼ同じ位置に糸静線起震断
層を図示している。

○「活断層データベース」 (産業技術総合研究所地質調査総合センター)は，
神城セグメント，牛伏寺セグメント，芽野セグメント，白州セグメント，鳳凰
山セグメント，下円井セグメント，市之瀬セグメントとして図示している。

398拡大位置図(地震調査委員会(2015)に一部加筆)

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース
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2.5.3 (3)糸魚川-静岡構造線活断層系の活動性

糸魚川－静岡構造線断層帯の最近約1万2千年間の地震イベントの解釈図(地震調査委員会，2015) 399

○地震調査委員会(2015)は，イベントダイアグラムを用いて，糸魚川－静岡構造線断層帯の各区間おける過去の活動を以下のように示している。

○北部区間の最新活動時期は，約1千3百年前以降，約1千年前以前と推定される。

○中北部区間の最新活動時期は，約1千2百年前以降，約8百年前以前と推定される。

○中南部区間の最新活動時期は，約1千3百年前以降，約9百年前以前と推定される。

○南部区間の最新活動時期は，約2千5百年前以降，約1千4百年前以前と推定される。

解釈結果（縦幅：該当区間，横幅：活動時期）

イベント解釈に用いた調査地点

隣り合う区間が同時に，または地質学的時間スケールで近接し
て活動した可能性を示す線

凡例

・イベント解釈に用いていない地点については，薄い色で示している。



2.5.3 (4)糸魚川-静岡構造線活断層系の端部

400

■北端
○地震調査委員会(2015)は，神城断層の北方延長にあたる，長野県北安曇郡小谷村付近を糸魚川－静岡構造線断層帯の北端としている。
→長野県北安曇郡小谷村付近を糸魚川－静岡構造線活断層系の北端と評価。

■南端
○地震調査委員会(2015)は，富士見山断層群の南端である，山梨県南巨摩郡早川町付近を糸魚川－静岡構造線断層帯の南端としている。
→山梨県南巨摩郡早川町付近を糸魚川－静岡構造線活断層系の南端と評価。

○以上より，糸魚川-静岡構造線活断層系の長さとして，地震調査委員会(2015)が示している約158km区間を評価。

南端拡大範囲

位置図(地震調査委員会(2015)に一部加筆)
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南端拡大図(地震調査委員会(2015)に一部加筆)

都市圏活断層図(HP掲載図)トレース

約158㎞区間
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2.6 敷地周辺海域（30km範囲）の断層の評価



402

2.6.1 海士岬沖断層帯



2.6.1 (1) 海士岬沖断層帯の評価結果

【文献調査】（P.404）
○井上・岡村（2010）は，海士岬沖断層帯に対応する位置に，2007年の能登半島地震を発生させた門前沖セグメント東半部の南方に断層を図示している。
○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，海士岬沖断層帯に対応する位置に，断層トレースを図示しているが，断層モデルを設定していない。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，海士岬沖断層帯に対応する位置に，震源断層モデルとしてNT9（走向：34度，傾斜：60度，

断層長さ：18.4km）を図示している。

海士岬沖断層帯は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約18km区間を評価する。

■北東端（P.411，412）
【海上音波探査】
○L6測線，No.107-1・S測線におい

て，いずれの地層にも変位，変
形は認められない。

→L6測線を北東端と評価。

■南西端（P.413）
【海上音波探査】
○K18測線において，いずれの地

層にも変位，変形は認められな
い。

→K18測線を南西端と評価。

■重力探査（P.415）
○海士岬沖断層帯に対応する重

力異常急変部は認められない。

⇒L6測線（北東端）からK18測線
（南西端）までの約18km区間を
評価。

○海士岬沖断層帯は，笹波沖隆起
帯西縁から海士岬沖小隆起帯の
西縁に沿って位置する断層及び
撓曲から構成される（P.405）。

○音波探査記録の解析の結果，海
士岬沖断層帯北端付近の断層に
は，A層下部にわずかな層理の
撓みが認められる（P.406）。

○また，笹波沖隆起帯の西縁付近
の撓曲には，B1層に変位，変形
は認められないが，東側に並行
する断層にはA層下部にわずか
な層理の撓みが認められる
（P.407） 。

○さらに，海士岬沖小隆起帯の西縁
の撓曲には，B1層に層理の撓み
が認められる（P.408～410）。

⇒海上音波探査の結果から，後期
更新世以降の活動が否定でき
ないと評価。

【活動性評価】 【長さの評価】

403
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位置図

東大地震研ブーマー
（K18）

産総研ブーマー（L6）

志賀原子力発電所

産総研ブーマー
（L7）

北陸電力スパーカー
（No.5）

北陸電力ブーマー
（No.6.5-1U）

北陸電力スパーカー
（No.7-2）

北陸電力スパーカー
（No.107-1・S）

対象断層 対象外断層

端部測線

断層を確認した測線※

※： 以外の海士岬沖断層帯を確認した音波探査記録はデータ集2
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2.6.1 (2) 海士岬沖断層帯の文献調査

○井上・岡村（2010）は，岡村（2007），井上ほか（2007）の調査結果を基に，海士岬沖断層帯に対応する位置に，2007年の能登半島地震を発生させた門前沖セグメン
ト東半部の南方に断層を図示している。

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，海士岬沖断層帯に対応する位置に，断層トレースを記載しているが，断層モデルを設定していない。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，海士岬沖断層帯に対応する位置に，震源断層モデルとしてNT9（走向：34度，傾斜：60度，

断層長さ：18.4km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，活動性の評価を確実性Aクラス（第四紀後期までの地
層が，変形・変位を受けている）としている。

位置図



○海士岬沖断層帯周辺には，顕著なD層の隆起が認められ，志賀町笹波沿岸の隆起帯（笹波沖隆起帯）とその南西方に小規模なD層の隆起（海
士岬沖小隆起帯）が認められる。

○海士岬沖断層帯は，笹波沖隆起帯西縁から海士岬沖小隆起帯の西縁に沿って位置する断層及び撓曲から構成される。
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2.6.1 (3) 海士岬沖断層帯の活動性 －海士岬沖断層帯周辺の地質図－
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1

志賀原子力発電所

○L7測線において，A層下部，D1層上面にわずかな変形が認められることから断層を推定した。
○A層上部及び海底面に変形は認められない。
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2.6.1 (3) 海士岬沖断層帯の活動性 －L7測線－
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※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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2.6.1 (3) 海士岬沖断層帯の活動性 －No.5測線－

○No.5測線において，笹波沖隆起帯の西縁付近で，D層が西方に急に落ち込み，上位層に変位，変形が認められることから断層及び撓曲を推定
した。

○測点4付近に推定した断層はA層下部，B1層， B2層， D2層に変位が推定される。
○一方，測点5付近の撓曲はB2層基底面，B3層，C1層，C2層，D1層，D2層に変形が認められるが，A層及びB1層に変形は認められない。

D2

D1

D2

C2

C1

B3

B2

B1

Ａ

0m

100m

200m

150m

300m

50m

250m

400m

350m

0m

100m

200m

150m

300m

50m

250m

400m

350m

←W
E→

約1km

10 5 1

10 5 1

CC

断層（破線は推定）

対象断層 対象外断層

右図記録範囲



笹
波
沖
隆
起
帯

位置図

北陸電力ブーマー
（No.6.5-1U）
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志賀原子力発電所

○No.6.5-1U測線において，海士岬沖小隆起帯の西縁付近で，地層に変形が認められることから2条の撓曲を推定した。
〇測点9付近の撓曲はB1層， B2層， B3層，C1層，C2層上部に変形が認められる。
〇一方，測点3付近の撓曲はB3層，C1層，C2層，D1層に変形が認められ，A層，B1層は層厚が薄く，内部構造を確認できないため，変形の可能性

が否定できない。
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2.6.1 (3) 海士岬沖断層帯の活動性 －No.6.5-1U測線－
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【No.7-2測線】
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○No.7-2測線において，海士岬沖小隆起帯の西縁付近に地層の急傾斜部が認められる。本測線とほぼ同位置の分解能の高いNo.7-1-3U測線
（次頁）によれば，B1層下部，B2層，B3層，C1層，C2層上部には変形が認められることから，撓曲を推定した。

○No.7-2測線，No.7-1-3U測線のA層，B1層上部は内部構造が不明瞭であることから変形の可能性が否定できない。
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2.6.1 (3) 海士岬沖断層帯の活動性 －No.7-2測線，No.7-1-3U測線－
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【No.7-1-3U測線】

対象断層 対象外断層

右図記録範囲



笹
波
沖
隆
起
帯

位置図

産総研ブーマー（L6）

志賀原子力発電所

○L7測線で断層を推定した北東方延長にあたるL6測線において，A層，D1層に断層が推定できるような変位，変形は認められない。
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2.6.1 (4) 海士岬沖断層帯の端部 －北東端調査 L6測線－
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※この図面は，産業技術総合研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである
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○L6測線のさらに北東方延長にあたるNo.107-1・S測線において，A層，D1層に断層が推定できるような変位，変形は認められない。
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2.6.1 (4) 海士岬沖断層帯の端部 －北東端調査 No.107-1・S測線－
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海士岬沖断層帯の位置図

地震研ブーマー（K18）

○No.7-2測線で撓曲を推定した南西方延長にあたるK18測線において，いずれの地層も沖側に向かって緩やかに傾斜しており，変位，変形は認
められない。
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2.6.1 (4) 海士岬沖断層帯の端部 －南西端調査 K18測線－
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※この図面は東京大学地震研究所の海上音波探査の
記録を北陸電力が独自に解析・作成したものである

上図範囲

対象断層 対象外断層

右図記録範囲
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■北東端
○海上音波探査の結果，L-7測線で推定した断層の北東方延長にあたるL-6測線，さらに北東方延長のNo.107-1・S測線において，いずれの地層にも変位，変形は

認められない。
⇒断層構造が認められないことを確実に確認したL-6測線を海士岬沖断層帯の北東端と評価。

■南西端
○海上音波探査の結果，No.7-2測線で撓曲を推定した南西方延長にあたるK18測線において，いずれの地層にも変位，変形は認められない。
⇒断層構造が認められないことを確実に確認したK18測線を海士岬沖断層帯の南西端と評価。

○以上のことから，海士岬沖断層帯の長さについては，断層構造が認められないことを確認したL-6測線（北東端）からK18測線（南西端）までの約18km区間を評価。

2.6.1 (4) 海士岬沖断層帯の端部 －まとめ－

位置図

笹
波
沖
隆
起
帯

東大地震研ブーマー
（K18）

産総研ブーマー
（L6）

志賀原子力発電所

産総研ブーマー
（L7）

北陸電力スパーカー
（No.7-2）

北陸電力スパーカー
（No.107-1・S）

対象断層 対象外断層

端部測線

断層を確認した測線※

※： 以外の海士岬沖断層帯を確認した音波探査記録はデータ集2
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2.6.1 (5) 海士岬沖断層帯周辺の重力異常

○海士岬沖断層帯の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，海士岬沖断層帯に対応するNE-SW走向の重力異常急変部は認められない。

志賀原子力発電所

ブーゲー異常図 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，
国土地理院(2006)，The Gravity
Research Group in Southwest
Japan (2001) ， Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，
海域は産業技術総合研究所地質
調査総合センター(2013)，石田ほ
か（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

志賀原子力発電所

海士岬沖断層帯
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2.6.2 羽咋沖東撓曲
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2.6.2 (1) 羽咋沖東撓曲の評価結果

【文献調査】（P.418）
○岡村（2007）は，羽咋沖東撓曲に対応する位置に，第四紀向斜軸・背斜軸を図示し，ハーフグラーベンが隆起した盆地反転構造であり，背斜構造の形状から，東翼

の基部に逆断層が伏在していると推定されると記載している。
○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，羽咋沖東撓曲に対応する位置に，断層モデルとしてF46（走向：177度，傾斜：60度，断層長さ：26.0km ）

を設定している。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，羽咋沖東撓曲に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ1（走向：177度，傾斜：60度，断

層長さ：25.8km）を図示している。

羽咋沖東撓曲は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約34km区間を評価する。

■北端（P.424）
【海上音波探査】
○K18測線において，いずれの地

層にも変位，変形は認められな
い。

→K18測線を北端と評価。

■南端（P.425，426）
【海上音波探査】
○No.16-2測線，補No.3（800）にお

いて，いずれの地層にも変位，
変形は認められない。

→No.16測線を南端と評価。

■重力探査（P.428）
○重力異常の急変部は，海上音

波探査で推定された羽咋沖東
撓曲にほぼ対応している。

⇒K18測線（北端）からNo.16-2測
線（南端）までの約34km区間を
評価。

○羽咋沖東撓曲は，東翼が急傾斜
で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅
が広い非対称な褶曲構造である
（P.419）。

○音波探査記録の解析の結果，背
斜構造東翼基部のB1層に層理の
撓みが認められる（P.420～423）。

⇒海上音波探査の結果から，後期
更新世以降の活動が否定でき
ないと評価。

【活動性評価】 【長さの評価】

位置図

志賀原子力発電所

小
断
層
群
分
布
域

地震研ブーマー
(K18）

約
34
㎞
区
間

対象断層 対象外断層

端部測線 断層を確認した測線※

※： 以外の羽咋沖東撓曲を確認した音波探査記録はデータ集2



○岡村（2007）は，羽咋沖東撓曲に対応する位置に，第四紀向斜軸・背斜軸を図示し，ハーフグラーベンが隆起した盆地反転構造であり，背斜構造の形状から，東翼
の基部に逆断層が伏在していると推定されると記載している。

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，羽咋沖東撓曲に対応する位置に，断層モデルとしてF46（走向：177度，傾斜：60度，断層長さ：26.0km ）
を設定している。

○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，羽咋沖東撓曲に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ1（走向：177度，傾斜：60度，断
層長さ：25.8km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，活動性の評価を確実性Cクラス（変形を受けている最新
期の地層の年代が第四紀前期である可能性がある）としている。

○その他，桜井ほか（1971），田中（1979）は，羽咋沖東撓曲の一部区間に断層を図示している。
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2.6.2 (2) 羽咋沖東撓曲の文献調査

位置図



○羽咋沖東撓曲は，羽咋沖盆地内に分布し，東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲構造である。
○羽咋沖東撓曲周辺には，C層及びB層が厚く堆積し，羽咋沖東撓曲の北端付近には，C層の隆起（海士岬沖小隆起帯）が認められる。
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2.6.2 (3) 羽咋沖東撓曲の活動性 －羽咋沖東撓曲周辺の地質図－

羽咋沖東撓曲周辺の地質図

志賀原子力発電所

小
断
層
群
分
布
域

対象断層 対象外断層
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2.6.2 (3) 羽咋沖東撓曲の活動性調査 －No.8測線－

○No.8測線において，B1層基底，B2層，B3層，C1層，C2層，D1層に変形が認められる。
○本構造は台形状の構造の東傾斜の基部に位置し，西傾斜の逆断層が伏在している可能性を否定できないことから安全側に判断し，撓曲を推

定した。

小
断
層
群
分
布
域

位置図

左図範囲
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2.6.2 (3) 羽咋沖東撓曲の活動性調査 －No.9測線－

○No.9測線において，B1層，B2層，B3層，C1層，C2層に変形が認められることから，撓曲を推定した。
○本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲である。
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2.6.2 (3) 羽咋沖東撓曲の活動性調査 －No.11測線－

小
断
層
群
分
布
域

位置図

○No.11測線において，B1層下部，B2層，B3層，C1層，C2層上部に変形が認められることから，撓曲を推定した。
○本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲である。
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2.6.2 (3) 羽咋沖東撓曲の活動性調査 －No.15測線－

○No.15測線において， B1層基底，B2層，B3層，C1層，C2層，D2層に変形が認められることから，撓曲を推定した。
○本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲である。
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2.6.2 (4) 羽咋沖東撓曲の端部 －北端調査 K18測線－

○No.8測線で撓曲を推定した北方延長にあたるK18測線の測点19付近は，海士岬沖小隆起帯から南西に続く隆起の北西斜面にあたり，分布す
る地層は沖側に向かって緩やかに傾斜している。

〇北方延長部付近に，東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲構造は認められない。

上図範囲

※この図面は，東京大学地震研究所の海上音
波探査の記録を北陸電力が独自に解析・作
成したものである
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2.6.2 (4) 羽咋沖東撓曲の端部 －南端調査 No.16-2測線－

○No.15測線で撓曲を推定した南方延長にあたるNo.16-2測線において，いずれの地層にも褶曲構造は認められない。

位置図
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2.6.2 (4) 羽咋沖東撓曲の端部 －南端調査 補No.3（800）測線－
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○No.15測線で撓曲を推定した南方延長にあたる補No.3（800）測線において，いずれの地層にも褶曲構造は認められない。
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対象断層 対象外断層

右図記録範囲



427

■北端
○海上音波探査の結果，No.8測線で撓曲を推定した北方延長にあたるK18測線において，いずれの地層にも変位，変形は認められない。
⇒断層構造が認められないことを確実に確認したK18測線を羽咋沖東撓曲の北端と評価。

■南端
○海上音波探査の結果，No.15測線で撓曲を推定した南方延長にあたるNo.16-2測線，補No.3（800）測線において，いずれの地層にも変位，変形は認められない。
⇒断層構造が認められないことを確実に確認したNo.16-2測線を羽咋沖東撓曲の南端と評価。

○以上のことから，羽咋沖東撓曲の長さについては，断層構造が認められないことを確認したK18測線（北端）からNo.16-2測線（南端）までの約34km区間を評価。

2.6.2 (4) 羽咋沖東撓曲の端部 －まとめ－

対象断層 対象外断層

端部測線

位置図

志賀原子力発電所

小
断
層
群
分
布
域

地震研ブーマー
(K18）

約
34
㎞
区
間

断層を確認した測線※

※： 以外の羽咋沖東撓曲を確認した音波探査記録はデータ集2
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2.6.2 (5) 羽咋沖東撓曲周辺の重力異常

ブーゲー異常図 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，
国土地理院(2006)，The Gravity
Research Group in Southwest
Japan (2001) ， Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，
海域は産業技術総合研究所地質
調査総合センター(2013)，石田ほ
か（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

志賀原子力発電所 志賀原子力発電所羽咋沖東撓曲

○羽咋沖東撓曲の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，羽咋沖東撓曲沿いに重力異常急変部が分布するが，海上音波探査から推定される隆起側とは逆となる東側の重力
異常値が高い傾向が認められる。岡村（2007）によれば，羽咋沖東撓曲は，盆地反転構造であるとされており，もとは西側低下の正断層として形成され，その後に西
側隆起の逆断層として再活動したことを示唆する。



2.6.3 羽咋沖西撓曲
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2.6.3 (1) 羽咋沖西撓曲の評価結果

【文献調査】（P.431）
○岡村（2007）は，羽咋沖西撓曲に対応する位置に，第四紀向斜軸・背斜軸を図示し，ハーフグラーベンが隆起した盆地反転構造であり，背斜構造の形状から，東翼

の基部に逆断層が伏在していると推定されると記載している。
○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，羽咋沖西撓曲に対応する位置に，断層トレースを図示しているが，断層モデルを設定していない。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，羽咋沖西撓曲に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ2（走向：184度，傾斜：60度，断

層長さ：17.4km）を図示している。

羽咋沖西撓曲は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約23km区間を評価する。

■北端（P.436）
【海上音波探査】
○No.8測線において，東翼が急傾

斜を示す非対称な褶曲構造は
認められず，断層等は認められ
ない。

→No.8測線を北端と評価。

■南端（P.437）
【海上音波探査】
○補No.4(800)測線において，いず

れの地層にも変位，変形は認め
られない。

→補No.4(800)測線を南端と評価。

■重力探査（P.439）
○羽咋沖西撓曲に対応する重力

異常急変部は認められない。

⇒No.8測線（北端）から補No.4(800)
測線（南端）までの約23km区間
を評価。

○羽咋沖西撓曲は，東翼が急傾斜
で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅
が広い非対称な褶曲構造である
（P.432）。

○音波探査記録の解析の結果，背
斜構造東翼基部のB1層に層理の
撓みが認められる（P.433～435）。

⇒海上音波探査の結果から，後期
更新世以降の活動が否定でき
ないと評価。

【活動性評価】 【長さの評価】

位置図

志賀原子力発電所

小
断
層
群
分
布
域

約
23
㎞
区
間

対象断層 対象外断層

端部測線
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断層を確認した測線※

※： 以外の羽咋沖西撓曲を確認した音波探査記録はデータ集2



○岡村（2007）は，羽咋沖西撓曲に対応する位置に，第四紀向斜軸・背斜軸を図示し，ハーフグラーベンが隆起した盆地反転構造であり，背斜構造の形状から，東翼
の基部に逆断層が伏在していると推定されると記載している。

○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，羽咋沖西撓曲に対応する位置に，断層トレースを図示しているが，断層モデルを設定していない。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，羽咋沖西撓曲に対応する位置に，震源断層モデルとしてKZ2（走向：184度，傾斜：60度，断

層長さ：17.4km）を図示している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）では，活動性の評価を確実性Cクラス（変形を受けている最新
期の地層の年代が第四紀前期である可能性がある）としている。

2.6.3 (2) 羽咋沖西撓曲の文献調査

位置図 431



○羽咋沖西撓曲は，羽咋沖盆地内に分布し，東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲構造である。
○羽咋沖西撓曲周辺には，C層及びB層が厚く堆積し，一部でA層が認められなくなる。

2.6.3 (3) 羽咋沖西撓曲の活動性 －羽咋沖西撓曲周辺の地質図－

羽咋沖西撓曲周辺の地質図

志賀原子力発電所

小
断
層
群
分
布
域

対象断層 対象外断層
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2.6.3 (3) 羽咋沖西撓曲の活動性 －No.9-1測線－

○No.9-1測線において，B1層下部，B2層，B3層，C1層，C2層に変形が認められることから，撓曲を推定した。
○本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲である。

位置図
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2.6.3 (3) 羽咋沖西撓曲の活動性 －No.12-1測線－

対象断層 対象外断層

右図記録範囲

○No.12-1測線において，B1層下部，B2層，B3層，C1層に変形が認められ， B1層上部に変形の可能性が否定できないことから，撓曲を推定した。
○本撓曲は東翼が急傾斜で幅が狭く，西翼が緩傾斜で幅が広い非対称な褶曲であり，背斜頂部には小断層群が推定される。
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2.6.3 (3) 羽咋沖西撓曲の活動性 －No.13測線－
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位置図

○No.13測線において，B2層下部，B3層，C1層に変形が認められ，B1層下部，B2層上部に変形の可能性が否定できないことから，撓曲を推定した。
○一方で， A層，B1層上部に変位，変形は認められない。
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○No.9-1測線で撓曲を推定した北方延長にあたるNo.8測線において，いずれの地層にも東翼が急傾斜を示す非対称な褶曲構造は認められない。

2.6.3 (4) 羽咋沖西撓曲の端部 －北端調査 No.8測線－

対象断層 対象外断層

右図記録範囲
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○No.13測線で撓曲を推定した南方延長にあたる補No.4（800）測線において，いずれの地層にも褶曲構造は認められない。

2.6.3 (4) 羽咋沖西撓曲の端部 －南端調査 補No.4（800）測線－

対象断層 対象外断層

右図記録範囲
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■北端
○海上音波探査の結果，No.9-1測線で撓曲を推定した北方延長にあたるNo.8測線において，東翼が急傾斜を示す非対称な褶曲構造は認められず，断層等は認め
られない。
⇒断層構造が認められないことを確実に確認したNo.8測線を羽咋沖西撓曲の北端と評価。

■南端
○海上音波探査の結果， No.13測線で撓曲を推定した南方延長にあたる補No.4（800）測線において，いずれの地層にも変位，変形は認められない。
⇒断層構造が認められないことを確実に確認した補No.4（800）測線を羽咋沖西撓曲の南端と評価。

○以上のことから，羽咋沖西撓曲の長さについては，断層構造が認められないことを確認したNo.8測線（北端）から補No.4（800）測線（南端）までの約23km区間を評価。

2.6.3 (4) 羽咋沖西撓曲の端部 －まとめ－

対象断層 対象外断層

端部測線

位置図

志賀原子力発電所
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断層を確認した測線※

※： 以外の羽咋沖西撓曲を確認した音波探査記録はデータ集2



2.6.3 (5) 羽咋沖西撓曲周辺の重力異常

○羽咋沖西撓曲の深部構造を確認するため，ブーゲー異常図，水平一次微分図を作成した。

○ブーゲー異常図及び水平一次微分図によれば，羽咋沖西撓曲に対応するN-S走向の重力異常急変部は認められない。

志賀原子力発電所

ブーゲー異常図 水平一次微分図

・ブーゲー異常図は，対象とする断層の規模，調査密度を考慮し，平面トレンド成分の除去及び遮断波長
4kmのローパスフィルター処理を行っている。

・水平一次微分図は，左のフィルター処理後のブーゲー異常図を基に作成した。

・右図は，陸域は本多ほか(2012)，
国土地理院(2006)，The Gravity
Research Group in Southwest
Japan (2001) ， Yamamoto et al.
(2011)，Hiramatsu et al. (2019)，
海域は産業技術総合研究所地質
調査総合センター(2013)，石田ほ
か（2018）を用いて，金沢大学・当
社が作成した。

仮定密度：2,300kg/m3 コンター間隔：1mGal 鉛直一次微分値が0mGal/kmの等値線

志賀原子力発電所

羽咋沖西撓曲
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2.6.4 笹波沖断層帯（東部）



2.6.4 (1) 笹波沖断層帯（東部）の評価結果

【文献調査】（P.442）
○井上・岡村（2010）は，笹波沖断層帯（東部）に対応する断層を図示し，2007年能登半島地震の震源となった断層帯と記載している。
○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，笹波沖断層帯（東部）に対応する断層として断層トレースを図示しているが，断層モデルを設定していな

い。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，笹波沖断層帯（東部）に対応する震源断層モデルとしてNT8（走向：69度，傾斜：60度，断層

長さ：15.1km）を図示し，2007年に発生した能登半島沖地震の震源断層であると記載している。

笹波沖断層帯（東部）は後期更新世以降の活動が否定できず，
その長さとして約21km区間を評価する。

■笹波沖断層帯（東部） 北東端
（P.446～451）

【文献調査】
○余震分布，重力異常，電磁気，地

質学的な方法から推定
→浦上付近を笹波沖断層帯（東

部）の北東端と評価。
■笹波沖断層帯（東部） 南西端

（P.452）
【海上音波探査】
○笹波沖断層帯（東部）と笹波沖断

層帯（西部）の境界は，ステップ
状に屈曲する。

【文献調査】
○佐藤ほか（2007）は，能登半島沖

地震の余震分布から推定された
破壊領域は，海底活断層の地表
トレースが大きく屈曲を示す領域
に対応するとしている。

→走向がステップ状に屈曲する位
置を笹波沖断層帯（東部）の南
西端と評価。

⇒笹波沖断層帯（東部）は，浦上付
近（北東端）から断層分布がス
テップ上に屈曲する位置（南西
端）までの約21km区間を評価。

○笹波沖断層帯（東部）は，笹波沖
隆起帯北縁に沿って位置する断
層及び撓曲群から構成される
（P.443）。

○音波探査記録の解析の結果，笹
波沖隆起帯北西縁に沿ってD層上
面が北側に急に落ち込む断層とそ
の南東側に並行する断層から構
成され，特に南東側の断層が推定
される位置のA層に層理の撓みが
連続的に認められる（P.444，445）。

⇒文献調査，海上音波探査の結果
から，笹波沖断層帯（東部）は，
後期更新世以降の活動が否定
できないと評価。

【活動性評価】 【長さの評価】

笹
波
沖
隆
起
帯

余震分布，断層帯のステッ
プ状の屈曲から推定された
震源断層の西端（佐藤他，
2007）の位置

余震分布，重力異常，電磁気，
地質学的な方法から推定された
震源断層の東端（佐藤他，
2007）の位置

位置図
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断層を確認した測線※

※： 以外の笹波沖断層帯（東部）を確認した音波探査記録はデータ集2



2.6.4 (2) 笹波沖断層帯（東部）の文献調査

位置図

○佐藤ほか（2007）は，2007年能登半島地震の震源断層の形状について，余震分布，反射法地震探査などを組み合わせて求めており，笹波沖断層帯（東部）に対応
する。

〇地震調査委員会（2010）は，2007年能登半島地震に関連する主要断層帯・活断層として，笹波沖断層帯（東部）と記載している。
○井上・岡村（2010）は，笹波沖断層帯（東部）に対応する断層を図示し，2007年能登半島地震の震源となった断層帯と記載している。
○日本海における大規模地震に関する調査検討会（2014）は，笹波沖断層帯（東部）に対応する断層として断層トレースを図示しているが，断層モデルを設定していな

い。
○文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2015）は，笹波沖断層帯（東部）に対応する震源断層モデルとしてNT8（走向：69度，傾斜：60度，断層

長さ：15.1km）を図示し，2007年に発生した能登半島沖地震の震源断層であると記載している。文部科学省研究開発局・国立大学法人東京大学地震研究所（2021）
では，活動性の評価を確実性Aクラス（第四紀後期までの地層が，変形・変位を受けている）としている。

○その他の文献として，岡村(2007)，井上ほか(2007)も笹波沖断層帯（東部）に対応する断層を図示している。
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反射法地震探査及び余震分布に基づく断層面の形状
佐藤ほか（2007）



○笹波沖断層帯（東部）周辺には，顕著なD層の隆起が確認でき，志賀町笹波沿岸の隆起帯（笹波沖隆起帯）が認められる。
○笹波沖断層帯（東部）は，笹波沖隆起帯北縁に沿って位置する断層及び撓曲群から構成される。
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2.6.4 (3) 笹波沖断層帯（東部）の活動性 －笹波沖断層帯（東部）周辺の地質図－

笹波沖断層帯（東部）周辺の地質図
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2.6.4 (3) 笹波沖断層帯（東部）の活動性調査 －No.107-1測線－

位置図
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○No.107-1測線において，笹波沖隆起帯北縁に沿って，D層が北側に急に落ち込み，A層下部，B1層に変形が認められ，B2層下部，B3層，C1層，
C2層，D1層に変位が認められることから断層を推定した。
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2.6.4 (3) 笹波沖断層帯（東部）の活動性調査 －K9測線－

○K9測線において，測点15付近で笹波沖隆起帯北縁に沿って，D層が北側に急に落ち込み，A層下部，B1層，B2層，B3層，C1層，D1層に変位が認められることから断
層を推定した。

○その他にも，測点18付近，測点20付近でD1層に変位，変形が認められることから断層を推定した。
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○笹波沖断層帯（東部）は，2007年能登半島地震の震源断層であるとされ，佐藤ほか（2007）は，2007年能登半島地震後の余震分布と反射法地震探査の結果から，
本地震の震源断層を図示しており，その広がりは陸域にも及んでいる（左下図）。

○「新編 日本の活断層」（活断層研究会，1991）は，笹波沖断層帯（東部）の陸域周辺に，確実度Ⅱ以上の活断層を図示していない。また，「活断層詳細デジタルマッ
プ[新編]」（今泉ほか，2018）についても，活断層等を図示していない。

○地形調査の結果，笹波沖断層帯（東部）の陸域周辺に，リニアメント・変動地形は判読されない（右下図）。
○地質調査の結果，震源断層の陸域延長位置には，笹波沖断層帯（東部）に対応する断層は認められない（次頁左図）。
○冨岡・佐藤（2007）は，震源域陸域の地質と地質構造について記載しており，地震後に行った地質調査で断層露頭は確認されていないと述べている（次頁右図）。
○また，地震直後の地表変状は，川辺ほか（2007）のトレンチ調査結果によれば，地すべりによる変動によるものである可能性が高いとされ，さらにFukushima et al.

（2008）は，SAR干渉画像による地殻変動解析結果から，断層の破壊が地表に到達したとは考えられないと述べている。
○以上のことから，笹波沖断層帯（東部）の陸域部については，地下深部には断層の破壊が推定されるが，2007年能登半島地震による地表地震断層は出現していな

いと判断される。
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2.6.4 (4) 笹波沖断層帯（東部）の端部 －北東端調査①－

赤色立体地図（航空レーザ計測（2007年実施，地震後）により作成）

反射法地震探査及び余震分布に基づく断層面の形状
佐藤ほか（2007）

佐藤ほか（2007）の示す断層位置




